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中国主要遺跡

ガイド

楼
蘭
故
城

楼
蘭
故
城
と
言
え
ば
、
通
常
ス
タ
イ
ン
に
よ

っ
て
「
L
A
L
と
編
号
さ
れ
た
城
祉
を
指
し
、

J
己
ま
よ
え
る
湖
」
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
ロ

プ
ノ

1
ル
に
栄
え
、
五
世
紀
に
は
そ
の
姿
を
消

し
た
と
言
わ
れ
る
楼
蘭
王
国
(
都
善
王
国
)
の
都

の
跡
と
も
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
少
な

く
と
も
貌
晋
時
期
に
お
い
て
は
、
こ
こ
は
中
国

軍
の
駐
屯
地
(
西
域
長
史
府
の
治
所
)
と
な
っ
て

い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
近

辺
に
核
実
験
場
が
あ
る
た
め
か
、
新
一
鑓
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
の
多
く
の
都
市
が
外
国
人
に
開
放
さ

れ
て
以
降
も
、
こ
の
故
城
に
は
容
易
に
立
ち
入

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ご
く
最
近
、
楼

蘭
故
城
を
め
ぐ
る
一
般
の
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
故
城
は
、
一
九

0
0
1
0
一
年
に
、
ヘ

デ
イ
ン
に
よ
っ
て
発
見
・
調
査
さ
れ
、
そ
の
後
、

ス
タ
イ
ン
ご
九

O
六
年
、
一
九
一
四
年
)
と
大
谷

探
検
隊
ご
九
O
九
年
、
一
九
一
)
年
)
が
前
後
し

て
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
二
七
年

こ
う
ぷ
ん
ひ
つ

に
は
、
西
北
科
学
考
査
団
に
参
加
し
た
黄
文
弼

と
べ
り
ィ
マ
ン
が
調
査
し
、
し
ば
ら
く
の
空
白

期
間
を
お
い
て
、
一
九
七
九
年
以
降
、
中
国
隊

に
よ
る
学
術
調
査
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

最
新
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
故
城
は
、
ほ
ぼ
正

方
形
(
東
辺
三
二
一
三
・
五
討
、
南
辺
三
二
九
討
、
西

辺
・
北
辺
三
二
七
M
川
)
の
プ
ラ
ン
を
も
ち
、
総
面

積
一

O
万
八
二
四

O
平
方
れ
の
規
模
を
も
っ
。

西
域
の
オ
ア
シ
ス
に
作
ら
れ
る
城
郭
が
、
方
形

の
も
の
も
あ
る
が
、
環
形
・
楕
円
形
も
し
く
は

不
正
形
の
プ
ラ
ン
を
も
つ
こ
と
が
多
い
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
こ
の
故
城
の
城
郭
プ
ラ
ン
は
、

あ
る
い
は
中
国
軍
の
進
駐
の
結
果
と
も
想
像
さ

れ
る
。
ま
た
故
城
内
は
、
西
北
隅
よ
り
東
南
隅

に
延
び
る
古
水
路
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
、
そ
の

ほ
う
す
い
だ
い

う
ち
東
北
域
は
仏
塔
(
た
だ
し
燦
燈
台
〔
外
敵
の

Jan. 1996 SINICA 64 

)毎

成の同日央台侵
る周房写か γ入
と辺」 らロ見等
さ居を商あを
れ社中南立藍
るを心域を?
。中とは中九

心すぷか心異
とる尽んと炉
すイ't:fl"sすを

る吾牡る速
「署と寺報
もす

住区堂島G z. 
宅」 ZRZ 
区おれ め
よ z まの
かびで4た煙
らそ三i中火



へ
デ
イ
ン
や
ス
タ
イ
ン
ら
に
よ
っ
て
楼
蘭
故

城
が
調
査
さ
れ
た
折
、
「
官
署
区
」
か
ら
多
く
の

木
簡
と
紙
文
書
(
三
世
紀
後
半
か
ら
四
世
紀
前
半

ご
ろ
)
が
発
見
さ
れ
、
貌
晋
期
の
楼
蘭
に
お
け
る

と
ん
口
ゆ

中
国
軍
兵
士
の
屯
成
の
実
態
や
当
時
の
西
域
の

動
静
を
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
史
料
を
提
供
し

て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
八

O
年
の
三
月
か
ら
四

月
に
お
け
る
中
国
の
考
古
工
作
隊
に
よ
る
発
掘

作
業
で
も
、
ほ
ぽ
同
じ
出
土
地
点
よ
り
、
新
た

に
漢
文
の
木
簡
(
六
三
点
)
・
紙
文
書
(
二
点
)
総

計
六
五
点
と
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ

1
文
字
が
記
さ
れ

も
〈
シ
』
〈

た
木
膿
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
即
ち
、
先
の

「
三
間
一
房
」
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
東
側
の
小

部
屋
か
ら
紙
文
書
一
点
を
、
ま
た
そ
の
東
北
方

面
に
あ
る
遺
構
か
ら
も
、
木
簡
一
点
を
発
掘
し

て
い
る
。
同
地
点
か
ら
は
、
ス
タ
イ
ン
は
漢
文

文
書
の
ほ
か
に
ソ
グ
ド
文
文
書
も
発
見
し
て
い

る
。
さ
ら
に
「
三
間
一
房
」
の
西
約
三
五
討
の
地

点
に
大
き
な
廃
物
堆
積
場
が
あ
り
、
こ
と
か
ら

漢
文
木
簡
六
一
点
と
紙
文
書
一
点
お
よ
び
カ
ロ

シ
ュ
テ
ィ

l
文
木
膿
一
点
を
獲
得
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
ス
タ
イ
ン
は
、
二
回
の
発
掘
を
通
じ

て
漢
文
・
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ

l
文
以
外
に
、
ソ
グ

ド
文
文
書
を
発
見
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ

る。
こ
れ
ら
の
出
土
史
料
は
、
漢
文
の
も
の
は
、

当
地
に
駐
留
す
る
屯
兵
の
名
籍
お
よ
び
彼
ら
が

日
常
的
に
利
用
・
消
費
す
る
武
具
類
・
馬
畜
・

糧
食
の
帳
簿
類
を
始
め
と
し
て
豊
富
な
内
容
を

も
っ
て
お
り
、
貌
晋
期
の
西
域
長
史
に
統
轄
さ

れ
た
中
国
軍
の
活
動
を
具
体
的
に
伝
え
て
く
れ

る
。
当
時
の
西
域
長
史
と
言
え
ば
、
「
李
柏
文
書
L

の
発
見
で
有
名
に
な
っ
た
李
柏
の
名
を
思
い
浮

か
べ
る
が
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
木
簡
の
な
か

に
は
、
「
口
口
張
口
長
史
口
」
(
窓
口
ω吋一
C
C
H
)

と
見
え
る
も
の
も
あ
る
。
か
つ
て
ス
タ
イ
ン
が

発
見
し
た
木
簡
中
日
出
・
吋
臼
〈
F
P
〈ご
ζ
N
g
v
)

に
も
、
「
西
域
長
史
張
君
L

の
名
が
見
え
て
お

り
、
こ
の
張
某
が
、
こ
の
楼
蘭
故
城
の
最
高
官

と
し
て
存
在
し
て
い
た
時
期
の
あ
っ
た
乙
と
が

知
ら
れ
る
。

ζ

の
楼
蘭
故
城
が
、
貌
晋
時
期
に
西
域
長
史

府
の
治
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
ら
し
い
乙
と

は
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
、

点
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
楼
蘭
故
城
社
か
ら

は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
漢
文
や
カ
ロ
シ
ユ

テ
ィ

1
文
以
外
に
も
ソ
グ
ド
文
の
文
書
が
併
出

し
て
い
る
。

ζ

の
ソ
グ
ド
文
の
正
確
な
読
み
と

そ
の
年
代
は
、
今
後
の
詳
細
な
検
討
を
待
つ
ほ

か
な
い
が
、
も
し
こ
れ
が
貌
晋
期
に
属
す
る
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
漢
人
が
支
配
す
る
西
域

長
史
府
に
お
い
て
ソ
グ
ド
人
が
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
知
る
と
と

が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
敦
燥
周
辺
よ
り

出
土
し
た
四
世
紀
の
寸
ソ
グ
ド
人
の
手
紙
」
と

と
も
に
、
当
時
の
国
際
商
業
活
動
の
姿
を
知
る

上
で
も
重
要
な
史
料
と
な
ろ
う
。

荒
川
正
晴
)

H
A
'
U
K
F吋
〉

-
所
在
地
・
:
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
巴
音
郭
楊
蒙
古

.
自
治
州
・
+
登
元
県
の
東
北
ニ
ニ
0
キ
ロ
灯
、

庫
爾
勤
市
の
東
南
三
四

0
キ
ロ

μ
【
東
経

H

g

d

m

、

NNミ
北
緯
8
0
3、白ミ】

.
時
代
・
:
:
・
7
3五
・
六
世
紀
頃

…
参
観
可
(
一
部
の
出
土
号
、
重
警
官

日
治
区
博
物
館
に
展
示
)
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